


ラオスで職業訓練を始めて25年、
3,500人の卒業生がいますが、支
援を必要としている子どもたちは
まだまだ多く、皆様のご支援をお
待ちしてます！　

子ども二人を育てながら職業訓練に通い、技
術を身に付けたおかげで起業することが出
来ました。今ではビエンチャンでも有名な美容
院になりました。

日本の精巧な家具づくりを学ぶことができ
ました。またIV-JAPANの起業支援制度
（マイクロファイナンス）で起業することが
でき、現在は故郷で木工家具工房を経営
してます。

卒業生からのお便りを紹介

＜理美容コース＞ブンさん

＜木工家具コース＞リーウォントーさん

認定NPO法人  国際協力NGO・IV-JAPAN
iv-japan@vanilla.ocn.ne.jp
https://iv-japan.org/

その手に技術を！アジアの若者の職業訓練
帰る家がない厳しい冬を越えるために帰る家がない厳しい冬を越えるために帰る家がない厳しい冬を越えるために

12,000円でできるウクライナ支援
12,000円のご支援で、ウクライナの1家族に
食料と防寒具のセットをプレゼントしませんか？

認定NPO法人 アドラ・ジャパン

ご支援の申し込みはこちらから▶ ウクライナ支援
特設ページ

10時～17時

※プレゼントは 現地調達となります。※プレゼントは 現地調達となります。

03-5410-0045

「誰も助けてくれない」
 困窮するひとり親家庭に食品の贈り物を

『コロナで収入が減ったこの数カ月で、子どもが痩せてしまいました』
『おなかすいたと言っているのに、食べさせてあげられない。』

（あるシングルマザーの声）

ひとり親世帯の子どもの2人にひとり※が貧困の状態にいます。
食べることから、すべてが始まる。 
私たちは、低所得のひとり親家庭に食品を届けています。

※2019年国民生活基礎調査

ご寄付は税控除の対象になります

認定NPO法人 グッドネーバーズ・ジャパン
東京都大田区西蒲田7-60-1 ソメノビル7階　TEL:03-6423-1768
※私たちは東京都に認定を受けている認定NPO法人です。（30生都管第1619号）

栄養不良の子どもが多いカンボジア。大きな原因のひとつが
栄養の知識の不足です。FIDRはカンボジア教育省とともに、
これから全国の学校で栄養の授業を開始するために奮闘中。
あなたのご支援がカンボジア初のこのプロジェクトを成功に
導きます。「栄養教育サポーター」として応援してください！

公益財団法人 国際開発救援財団
FIDR（ファイダー）

〒101-0062  東京都千代田区神田駿河台2-1OCCビル3F
TEL : 03-5282-5211  E-mail : info@fidr.or.jp 

「栄養教育」を！カンボジアの学校に

国連　難民
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〒107- 0062 
東京都港区南青山6 -10 -11 ウェスレーセンター 3F

特定非営利活動法人 国連UNHCR協会  

ウクライナや中東で、難民が直面する過酷な冬

暖房も不十分な住居やシェルターで、難民は命さえも危険になるよ
うな凍てつく寒さに晒されています。UNHCRは難民の命を守るため、
毛布やストーブを配布するなど防寒支援に尽力しています。
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●資料請求、お問い合わせは

通話料
無　料 0120-540-732

ゴシエン 　 ナンミン

または03-4366-7373

©️ iriraH massuoH/RCHNU 

（平日10 ～19時）

1日33円からの
ご支援

日本生まれの
NGO

アジアの8地域で
支援

☎03-6457-4585（平日10：00 ～ 18：00）　
シャンティ国際 検索

お電話とウェブサイトでもお申込みいただけます。

www.sva.or. jp/lp/ats

学校に行く。本を読む。
それが当たり前ではない
子どもたちがいます。

⒞Yoshifumi Kawabata⒞Yoshifumi Kawabata
「アジアの図書館サポーター」「アジアの図書館サポーター」

〒160-0015 東京都新宿区大京町31 慈母会館 ２・３F

アフガニスタンの母子の命を救いたい
政変後のアフガニスタンでの貧困、飢餓、女性への抑圧、家庭
内暴力。そんな状況に苦しむ女性と子どもたちの駆け込み寺
「ジョイセフ母子保健クリニック」をご支援ください。

国際協力NGOジョイセフ
〒162-0843 東京都新宿区市谷田町1-10 保健会館新館　

ジョイセフ母子保健クリニック 検索

電　話：03-3268-5875　
メール :info@joicfp.or.jp

お問合せ
（支援者担当宛）

赤い羽根　災害支援 検索

被災地をずっと支えます！
赤い羽根「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」

東日本大震災から11年。災害支援金「ボラサポ」は、今も
被災地を支えています。
毎年の豪雨災害や地震、日々の防災にも役立っています。

「ボラサポ」へのご寄付は、所得税、法人税、相続税等の税制優遇
が受けられます。ネットでもご寄付いただけます。

【お問合せ・ご寄付相談】
社会福祉法人中央共同募金会　基金事業部
TEL.03-3581-3846　kikin@c.akaihane.or,jp

「言葉も通じない」「頼る人もいない」「お金も仕事もない」
母国の迫害から逃れてきた難民が、ここ日本で困難を抱えています。

あなたの
ご支援が、
難民の命を
つなぎます。

〒101-0065
東京都千代田区西神田2-5-2 TASビル4階  
Tel.03-5379-6001　info@refugee.or.jp

https://refugee.jp/wdm
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三重苦の難民に越冬支援
忘れられた人々へあなたのご支援を

レバノンは全人口の20%が難民。
シリア難民100万人とパレスチ
ナ難民20万人が暮らしています。
レバノンは通貨危機により物価
は3年前の20倍、一日のほとんど
が停電です。2年前にはベイルー
ト港で大爆発事故もあり、主食を
輸入に頼る食料危機の中で、多く
の難民は、一日一食で生活してい
ます。
※例えば5000円のご寄付で、一家族が3～
4週間ほど暮らせます。

2023年 兎年

※年始は、各団体は休業中です。電話での問い合わせは１月10日以降にお願いします。  ※令和5年中の寄附は、翌年の確定申告で控除手続きをお願い致します。

寄付で社会貢献して
飛躍の年にしましょう！

企画制作・毎日広告社

広告

開館時間 ̶10：00－18：00（入館は17：30まで）　休館日 ̶ 月曜日
 観覧料 ̶ 一般 700（550）円、大高生・65歳以上550（400）円、中学生以下無料
 者添付のそと方るあのいが障＊　 1名は無料、（  ）内は20名以上の団体料金
 団とくだたい示提ごを類書明証で付受は方の学在、勤在、住在区黒目＊　 体料金になります（他の割引との併用はできません）
 主催 ̶（公財）目黒区芸術文化振興財団 目黒区美術館　協賛 ̶（公財）北野生涯教育振興会
 お問い合わせ ̶ 目黒区美術館　〒153-0063  東京都目黒区目黒2－4－36　Tel. 03-3714-1201　https://www.mmat.jp
 新型コロナウイルスの感染拡大の状況によっては、展覧会の会期等を変更する場合があります。  来館に際してのお願い等も含め、最新情報を当館ウェブサイト等でご確認のうえご来館ください。

年 月 日 ̶土 ̶－ 月 日 ̶日 ̶ 　目黒区美術館

Ⅱ

コレクション解体新書Ⅱ　
年代以降の作品を中心に

宇佐美圭司 《Ghost Plan in Process: Pro les》 1972年｜目黒区美術館での展示風景 1992年　photo by Yoshitaka Uchida


